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論⑪
大 森 孝
。言語の成長について
(On the growth of languages) 
言語は種々の変化をしながら成長して行くものと考えられるo此の事につい
て、外国の文献を参照しながら考えてみたいと思う。
先ず、マリオベイ（MarioPei）の説を参照しながら、考えてみたい。
(1) 
彼は、言語は人間と同じであり、生れ、生き、活動し、そして、死んで行
く、と云い、具体例として、英語の辞書を挙げて、次のように述べている。
If you run yo町 eyeover dictionary pages, you will oc伺.sionally
come across words that are either marked with a cross or labeled 
"arch・’ or"obs” 
即ち、 「もし、あなたが、あなたの限を、静香の頁に走らせるならば、あな
たは、クロス印をされているが、 arch（古い〉か obs（使用されていない。〉
で分類されている語に、時々合うであろう。」
尚、シ孟クスピアの作品等を読む時に、当時は、盛んに用いられていたと恩
われるが、現代では非常に難解で、用いられていない語に会うのであるが、彼
は、次の具体的例文を挙げているo
”Daw, you have begecked ! I yuke to pingl with you and yerk 
you until you ghost ！” Here it is ：”Fool, you have cheated me! I 
have to fight with you and hit you until you die ！”
即ち、 Hereit is以下が現代用語で述べた文であるo即ち「馬鹿者、お前は
自分をだました。自分は、お前と戦って、お前が死ぬ迄、打ちのめしたい。」
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以上のように、シェイグスピア時代の古い用語は現代では、用いられなくな
っているo これに代って、新しい用語が成長して来るのである。叉、新しい意
味の語を作る為に、組合わせられた古い語もある。
現代、世界的に用いられている televisionと云う語の作成について、彼は、
次のように述べているo
The prefix ”tele”comes from ancient Greek, and means ”distance”． 
”Vision”comes to us from Latin through French, and refers to”See-
mg”． 
Both words would have been understood泊 shakespeare’sdays, but 
since ”seeing at a distance”was not an accepted practice, the complete 
modern word ”television”would probably have been associated with 
witchcraft. 
即ち、 「接頭辞”tele”は、古代ギリシャ語から来ている。そして、”距離”
を意味する。”vision”は、 フランス語を通して、 ラテン語から来ている。そ
して、”見る事”と云う意味に関係している。両方の訟は、 シzイクスピア時
代に理解されていたであろう。しかし、”離れていて見る事”は、受け入れら
れなかった事柄であった故に、テレビジョンと云う完全な現代議は、’多分、魔
力に関係していたであろう。」
次に、英語の場合、ァ γグロサクソンが用いた語だけに限られるなら、其の
用途範囲は、極めて狭いものになっていたと思われる。しかし、実際は、多く
の他の言語を借りているのである。この事について、ベイは次のように述べて
し、るo
From the very start, the speakers of Fnglish began to borrow words 
from their neighbors. They took”church”and”box”from Greek, 
”cheese”and ”street”from Latin，”knife”and ”leg”from the language 
of the Danes who mingled with them on English soil. Later, when 
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the Normans came into England with William the Conqueror, they 
brought with them huudreds of French words that merged泊tothe 
language and gave ri鈴 tosuch common every day words as ”pay”and 
”very . 
即ち、 「最初から、英語の話し手は、彼等の隣人からの語を借り始めた。彼
等は、”チャーチ”と”ボックス”を、ギリシャ語から取った。”チーズ”と
Hストリート”を、ラテγ語から、”ナイフ”と”レッグ”を、英語と混り合っ
たデYマーク語から取ったo後に、ノルマン人達が、征服者ウィリアムと一緒
に、英国に入って来た時に、英語の中に溶け込む数百のフラ γス語を持って来
たoそして”ベイ”や”ヴェリイ”のような、ありふれた日常的な語を供給し
た。 J
尚、彼は、英語はその歴史を通して、す．っと、他の国の言語の中から、語を
取って来ていると、述べており、更に、次の例を挙げている。
Today we have ”piano”and ”studio”from Italian，”mosquito”and 
"stampede”from Spanish，”yacht”and”freight”from Dutch, "halt” 
and ”poodle”from German，”syrup”and ”sofa”from Arabic，”candy” 
and ”check”from Persian，”tomahawk”and ”chocolate”from the Ian-
guages of the Ameri伺nIndians. 
即ち、 「今回、我々は、”ピアノ”と”スタヂオ”を、イタリー語から、”モ
スキートー〈蚊〉”と”スタムピード〈逃亡〉”を、 スベイ γ語から、”ヨッ
ト”と”フレイト〈運送〉”を、オラ γダ語から、”ホルト〈停止〉”と”プ
ーヅル（プードル犬〉”を、 ドイツ語から、”シロップ”と”ソーファ”を、
アラピア語から、”キャ γデイ”と”チzック”を、ベルシャ語から、”トマホ
ーク〈アメリカインディアンの戦闘用おの転じて武装名〉”と”チョコレー
ト”を、アメリカインディア γの言語から、取っている。」
更に、英語には、最初に一つの意味で、始まった語が、次第に別の意味を加
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えるようになる例がある。この事について、彼は、次の例をあげている。
A "diamond”is in origin a precious stone : but since a baseball 
diamond is shaped釦 mewhat like the cut stone, the name was ap-
plied to it. The boxing”ring”was at first any kind of a round訂ena
for games and sports, shaped like the”ring”on your finger; and even 
today, when boxing rings are square, the name continues to be used. 
即ち、 「ダイアモンドは、源は貴石であるが、ベースポールのダイアモγ ド
がいくらかカットされた石に似ているが故に、その名前がベースポールのダイ
アモンドに用いられたoボクシγグのリ γグは最初は、人の指の上の指輪に似
て造られた。ゲームやスポーツの為の何等かの種類の円い競技場であった。そ
して、今日でさえも、ポクシγグのリングが四角である時に、其の名前は用い
られ続けられている。〉
尚、意味は時々完全に変化してしまう場合があるoこの事について彼は、次
の例をあげながら述べている。
”Silly”was once”blessed” (it comes from the same source as 
”so叫”） . Then it became ”one so good as to be foolish”， a ''blessed 
fool”， finally the "blessed idea' wore away, and only the ”foolish” 
idea was lett. 
”Nice, on the other hand, comes from a Latin-French word that 
me組 S ”foolish”.When medieval philosophers wrangled, they often 
made "nice”distinctions. These ”nice”distinctions came to be admired 
at times for their subtlety. 
Finally”nice”became ”pleasing”， and that is the way it is used 
t凶ay.
即ち、「sily（愚か、ずるい〉と云う語は、かつては blessed〈祝福された〉
と云う意味であったo silyは、 soul（精髄〉と云う同じ語源、から来ているoそ
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れから、 silly は、”馬鹿な程良い人”、即ち、”祝福された馬鹿者”と云う意
味になった。終に、”祝福されたと云う考え”が、消え去って、＂ foolishidea" 
（愚かな考え〉丈けが残されたのであるo他方、＂Nice”は、”愚かな”を意味
するラテン系フラ γス語から来ている。中世の哲学者達が議論した時、彼等
は、 しばしば、”nice”の特別の意味をつくったo 此等の Hナイス”の特別の
意味は、その”微妙さ”の為に、当時、尊ばれるようになったoついに”nice”
は、”pleasing”〈良い、結構な、喜ぶべき〉の意味になった。そして、其れが、
其の語が今日用いられる方法である。」以上のように語が全く違った意味に変
った場合を述べたのであるが、更に、世界の違った場所で、同じ言葉が話され
る場合に、違った意味を持つ事がある。彼は、”corn”と云う語をあげて、次
のように述べているo
To an American speaker of English，”com”means that vegetable 
which you eat off the cob. To the Britisher, it me釦 Scereal”grain” 
in general, and particularly ”wheat”， and this is the original meaning 
of”corn”. Our American corn was not known until the discovery of 
the New World, and when the first settlers found the Indians using 
it, they凶 lledit either by i凶 nativename，”maize”， or by the name 
of”Indian Corn.”Their descendants however, gradually left out the 
”Indian”， and since they had other words, like "wheat" and ”grain”， 
for what they had originally called ”corn”， they finally applied ”corn” 
to the Indian variety only. 
即ち、「アメリカ人の英語の話し手に対して、”corn”は、人が軌から離して
食べる野菜を意味する。英国人にとっては、コーンは、穀類一般、特に小麦を
意味する。此が”コーン”の源の意味である。我々アメリカのコーンは、新大
陸の発見迄知られなかった。そして、最初の植民が、インディアン達が、其れ
を使っているのを見つけた時、彼等は、其れを土着の名の”メイズ”か、 ”イ
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ンディアン、コーン”の名によって呼んだo 彼等の子孫は、けれども次第に
'inclian”と云う語を除外した。そして、彼等が、”フィート”や”グレーン”
の様な他の語を持って以来、彼等が、元来”コーン”と呼んでいた物に対し
て、ついに、”corn”を、インディアンの種類だけに用いた。」
尚、我々が、 日常、 しばしば用いる”people”と云う語に対して、彼は、
”ピーフ。ル”が特殊のフィーリングを持っていると次のように述べている。
A word like people is a harmless word when you speak of ”the peo-
ple in this room”or”the people of the United States of America.” 
It is a word that you rather like, and that brings a feeling of warm, 
pleasant companionship to your mind. 
Knowing this, the communists have taken over the word and applied 
it to their political activities. They speak of "people’s republic”，”peo-
ple’s court”，”開ople’sarmy”． 
即ち、 「”people”の様な語は、人が、刊此の部屋の中の人々”、又は、”アメ
リカ合衆国の国民”と云う場合に話す時は、無害な語であるo其れは、人がむ
しろ好む語であり、其れは人の心に対して、あたたかい、楽しい友情の感情
を、もたらすものである。此の事を知って、共産主義者は、其の誘を取り上げ
て、其れを、彼等自身の政治活動に用いた。彼等は、”人民共和国”、”人民裁
判”、”人民軍”と語っている。」
以上、主に英語について、その変化、成長、 消滅等を述べて来たのである
が、これは英語に限らず、凡ての言語に通用する事柄である。尚、ラテン語に
ついては、彼は次のように述べているo
Latin continued to be spoken long after the fal of Rome. It was 
the language used by scholars in al the nations of Western Europe 
during the Middle Ages and the Renaissance. It continues to be spoken 
today by priests in Roman Catholic Church. It may also be said that 
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Latin lives on in its direct de民endants, the Romance languages, 
French, Spanish, Italian, Portugnese, Rum副首an,any one of which 
is a straight continuation, with changes but without a break, of the 
tongue used by the Romans. 
即ち、「ラテγ語は、ローマの陥落後、長く話され続けられて来た。其れは、
中世及びルネッサγス時代、西ヨーロッパの総ての国々の学者達によって使わ
れた言語であった。其れは、今日でも、ローマ、カソリック教会の牧師達によ
って話され続けられている。又、ラテン語は、その直接の子孫のロマンス語、
フランス語、スペイン語、イタリア語、ポルトガル語、ルーマニア語の上に生
きていると云う事が、出来るかも知れない。其れ等の何れも、変化はあるが、
中断もなくて、ローマ人達によって用いられた言語の直接の継続物である。」
尚、具体的例として、我々が、日常使用している次の語も、全く純粋なラテ
ン語であると、述べてし、る。 ”extra，””super，”刊bonus””propaganda，”
”video，” 
次に、ギリシャ語について少し考えてみたし、。ベイは、次のように述べてい
る。
As for Greek, it never died in any sense of the word. From the 
time of the ancient Greek, it continued to be spoken in the Roman 
Empire of the East, and is stil the popular spoken language of Gre偲e
to day. in addition, it has contributed a very large p訂 tof our scien-
tific and technical vocabulary, and there is practically no hour of the 
day when you don’t use a Greek word 〈”phone，”刊gym，””electric，”
”釘ithmetic，””geography，” etc.)
即ち、 「ギリシャ語に関しては、如何なる語感に於ても、決っして死んでい
なかった。其れは、東ローマ帝国に於て、話され続けられて来た。そして尚、
今日、ギリシャの一般的に話されている言語である。加えて其れは、多くの科
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学的、技術的用語を提供している。そして、実際にギリシャ語を用いない日の
時間は、ないのである。例えば、”フォーン”、”ジム”、”エレクトリック”、
”アリスメチック”、”ジオグラフィ”等である。」
以上、言語の成長、変化等を述べて来たのであるが、言語は、其れを話す人
々の活動を反映すると考えられるが故に、彼は、比等の活動について、次のよ
うに述べている。
These activities are forever changing, evolving, turning into some-
thing new. Don’t think of language today as being the last and final 
form that language will take. If you could come back to life two 
hundred years from now, you would find not only the world and its 
activities transformed, but also its languages. 
即ち、 「此等の活動は、永久に変化し、進歩し、新しい何かに変って行くも
のである。今の言語についても、言語が取るであろう最後の形であると、考え
てはいけない。もし、人が、今から200年後生き返って来るとしたならば、人
は、世の中や、世の中の活動が変化しているのを見るのみならず、其の言語
が、変っているのを見い出すであろう。」
次に、ヒル（ArchibaldA. Hill）の説を参照しながら、考えてみたい。語
の成長の基になるものは、音であると云われている。この音の模倣から、言語
が成長して来たと考えられる。この段倣について、ヒルは次のように述べてい
る。
It is often maintained that al language, even though now largely 
arbitrary, must once have been a systematic imitation of objects by 
means of sound. It is true that there are some imitative words in al 
languages, but they are at best a limited part of the vocabulary. 
即ち、 「凡ての言語は、今は大部分独断的でさえあるが、かつては音の手段
によって、物の組織的な模倣であったにちがいないと云う事は、しばしば支持
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されている。凡ての言語には、いくらかの模倣語がある事は事実であるo しか
し、其れ等は、せいぜい”語L、”の中の限られた部分である。」
尚、多くの言語の中で、模倣語は、勿論、類似性を示すのであるが、全体的
に同一化する事は、極めてまれであると云える。ヒルは、犬の暗声を通して、
模倣語について、次のように述べている。
A dog go凶”bow• wow”in English, but in related languages he 
often goes "wow-wow”or”bow-bow.”The imitative words do not, 
after al, entirely escape from the general arbitrariness of language. 
The imitative orgin of language appears, therefore, at worst unlikely 
and at best unprovable. 
即ち、 「犬は英語で、”ポウ、ウオウ”とほえているが、関連ある言語は、
彼は、しばしば、”ウオウーウオウ”、又は、”ポオウ、 ボオウ”、 とほえてい
る。模倣語は、結局、全く言語の一般的な独断性から脱つする事はない。言語
の模倣の源は、それ故、最悪の場合似ていないように、そして、最良の場合で
も、証明不可能にあらわれる。」以上のように模倣語は、結局、独断性から脱
つする事法出来ないと、彼は述べているが。では言語奇は、如何にして、引き
継がれて行くかを考えてみると、彼は、次のように述べている。
The釦 undsof speech and their connection with entities of experi-
ence are pa鎚edon to al members of any community by older mem-
bers of that community. Therefore, a human being cut off from 
contact with a speech community C叩 neverlearn to talk as that 
community does, and cut off from al speech communities never learns 
to talk at al. In essence, to say that language is arbitrary is merely 
to say that it is social. 
即ち、 「言語音と、それらの経験の実体との結びつきは、どんな社会の凡て
の人々に対しでも、其の社会の年上の人々によって引き継がれる。それ故、ー
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つの言語社会との接触から切り離された人々は、其の社会が話す様には、決っ
して、話す事を覚える事が出来ない。そして、凡ての言語社会から切り離され
た人々は、決っして、全く話す事を覚える事が出来ない。要するに、言語が独
断的であると云う事は、単に言語が、社会的である、と云う事である。 J
以上のように、言語の成長は、社会的要素を含みながら成長して行くものと
考えられるが、しかし、反面、本能的要素も含まれていると考えられる。特に
動物の場合は、こうした要素が多いと云えよう。彼は猫について次のように述
べている。
All cats mew and purr, and would do so even if they were cut off 
from al communication with other cats. 
即ち、 「凡ての猫は、ミェーや、パーと暗く、そして、たとえ他の猫とのす
べてのコミュユケーションが、切断されたとしても、そう暗くであろう。」
以上のように、猫については述べているが、反面、犬のように家族に飼われ
ている場合は、その時旨声も、人間の会話の影響をかなり受けていると思われ
る。叉、動物仲間の社会で、かなり社会性ある暗声があると考えられるが、ヒ
ルは、類人猿をあげて、次のように述べているo
It is likely that when more is known of the cries釦 dchatterings 
of the g回 tapes in the wild state, a considerable social element In 
their communication may be found. 
即ち、 「野生の状態の大きな類人猿の叫び声や、しゃべる声についての多く
の事が、知られている時に、彼等のコミュニケーションに、かなりの社会的要
素が、見られると云われている。」
尚、人間のコミュユケーションの中にも、本能的なものがあると、彼は、次
のように述べている。
A part of our communication consists of instinctive reactions which 
accompany language, like the trembling of fear or the suffusion of 
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blood which accompanies anger. 
即ち、 「我々のコミュニケーショ γの一部は、恐怖の時の身震いや、怒りに
伴う血の紅潮のように、言語に伴う本能的反応から成り立っている。 J
以上のように述べているが、次に言語の成長をうながすものとして、シムポ
ル〈符号〉と云う事が考えられる。このシムポルについて、ヒルは次のように
述べているo
Language is the primary and highly elaborated form of human 
symbolic activity. Its symbols are made up of sounds produced by 
the vocal apparatus, and they are訂 rangedin classes and patterns 
which make up a complex and symmetrical structure. 
即ち、 「言語は人聞の符号的活動の重要な、非常に精巧な形である。その符
号は、音戸器官によって生れる音から作られる。そして、その符号は、複雑
な、調和のとれた構造を作り上げる種類や、型に整えられる。」
以上の様に述べているが、更に、言語のシムポルについて、彼は、次のよう
に説明している。
The entities of l組 guageare symbols, that is, they have meaning. 
but the connection between symbol and thing is arbitrary and socially 
controlled. The symbols of language are simultaneously substitu旬
stimuli and substitute responses and can call forth further stimuli 
and responses. 
即ち、 「言語の本体は符号であるo 即ち、言語は意味を持っているo しか
し、符号と物との聞の結びつきは、任意的で、社会的に規制される。言語の符
号は、同時に置き換えの刺戟と、置き換えの応答であれより多くの刺戟と応
答を、喚起する事が出来る。」
以上のように、彼は言語の成長に、如何にシムポルが重要であるかを説明し
ている。以上、ヒルの説を参照しながら述べた次第です。
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言語の成長を考える場合、基本的な子供の用語の成長、発展を考える事が重
要であると思う。この事について、デール（philips,Dale）の説を参照しなが
(4) 
ら考えてみたいと思う。先ず、彼は信用度の高いデーターであると、 60年前の
スミス（smith,1926）の次の表を示している。
(5 
c~：：rs. months) Number ofwords Increase 
0.8 。 。
0.10 1 1 
1.0 3 2 
1.3 19 16 
1.6 22 3 
1. 9 118 96 
2.0 272 154 
2.6 446 174 
3.0 896 450 
3.6 1222 326 
4.0 1540 318 
4.6 1870 330 
5.0 2072 202 
5.6 2289 217 
6.0 2562 273 
尚、子供の言語発達の研究について、彼は次のように述べているo
The study of child development is continually changing ; not only 
because of improvement in methodology and refinements in theory 
but also bぽauseof changes in the subject matter itself, children. 
Many aspects of development have Increased in rate during the past 
half-century, ranging from the physiological on set of puberty to in-
tellectual performance on intelligence tests. 
即ち、 「子供の成長の研究は、方法学に於ける進歩や、理論に於ける改正の
為のみならず、本体そのものの子供達の変化の為に、絶えず変っているo多く
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の面の進歩が、過去半世紀中に、思春期の生理上の進み具合や、知能テストに
於ける知的成績迄にわたり、速度が増して来ている。」
語の成長は叉、語が形成する意味の成長に連るのであるが、この成長につい
て、 この成長の段階を示すものとして、クラーク（Clark,1973）の仮設があ
る。この仮説の中で、グラークは次のように述べている。
Children acquire the meanings of words by sequentially adding spe-
cific semantic feat町・es.When the child f凶tacq叫resa word, it has 
only some semantic features and thus it will be applied more widely 
than it would for an adult. 
即ち、 「子供達は、次から次から続いて増す特別の意味的特徴により、語の
意味を獲得する。子供が最初に語を修得する時、子供は、或る意味的特徴を持
つ丈けであるoそして、このようにして語は、大人に対する以上に、広く用い
られるであろう。」
以上のように述べているが、クラークは、尚、語の特徴について、次のよう
に述べている。
Perceptual feat町esare most common at this early stage, especially 
static perceptual features like size, shape, and also movement. Later, 
features that are more abstract and not as directly perceptible are 
added. General features which occur in many words，訂eacquired 
before specific featぽ es,which occぽ infew words. 
即ち、 「認知出来る特徴は、此の早期の段階で、非常にありふれている。殊
に、大きさ、形のような、静止している認知出来る特徴や動きも又、そうであ
る。後に、より抽象的で、直接に認知出来ないような特徴が増加される。多く
の語に生ずる一般的特徴は、二、三の語に生ずる特別の特徴の前に、修得され
る。 J以上のように述べているが、結局、最初に語の一般的意味を修得し、そ
れから派生的に、特別の意味を修得するようになる、と云っている。
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尚、デールは、子供の言語成長について、次のように述べているo
Children identify words not only with the appropriate features from 
the adult point of view but also with some that are irrelevant and 
which must be eliminated. 
The child is surrounded by a world of complex objects and events. 
So抗泊goutwhich aspects of ex戸刻印ceare relevant for a p釘 tic叫釘
word is a difficult problem of hypothesis-testing and requires time. 
What is more difficult is to understand how the child ever出Tivesat 
the right solutions. 
即ち、 「子供達は、大人の見方からの適切な特徴を持つ語のみならず、叉、
不適切で除去されねばならぬ、いくらかの語を同一視する。子供は、複雑な物
や出来事の世界によって固まれている。経験の面が、特別の穏に対し、適切で
ある物を選ぶ事は、仮説が調べる事の困難な問題であり、時を必要とする。一
層閤難な事は、子供が、正しい解決に達する方法を理解する事である。 J
次に、言語の成長過程に於て、”同族部門”と”意味的部門”と云う事が、
考えられる。この事について、デールは、次のように述べている。
It is clear that semantic伺 tegoriesare not identical with co伊 itive
伺 tegod回.Cognitive categories and distinctions are more basic; they 
repre."ent the total of the properties and features of the world which 
a person is capable of discriminating. Semantic distinctions訂ethose 
cognitive distinctions which make a difference, linguistically. 
即ち、 「意味的部門は、同族的部門とは、同一でない事は明らかである。同
族的部門と特性は、より基礎的である。それ等は、人が識別可能な世の中の本
質と、特性の全部を表示する。意味的特性は、言語上、差異を生じる言語の同
族的特性であるoJ 
では、部門的概念が、如何にして意味的概念になるかを考えてみると、デー
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ルは、一つの可能性として、次のように述べている。
Words are learned only as labels for con偲ptswhich have already 
b閃nformed nonlinguistically. A concept or category, is偲sentiallya 
perceived similarity田nongobjects or actions which are not iden首伺l
in every detail. Judgments of similarity or lack of it訂edeveloped by 
the child nonlinguistically : the word is then attached to the category. 
Semantic and co伊 itiveconcep匂訂edeveloped simultaneously in the 
development of word meaning. 
即ち、「語は、既に非言語的に形成されている概念に対するラベル（表示物〉
としてのみ学ばれる。概念、叉は部門は、本質的に、細かい事凡てに於て、同
ーではない物や、行動の聞の認められた類似性である。類似性の判定やその欠
けている事は、非言語的に、子供によって発達させられる。即ち、その語は、
その時、部門に属される。意味的同族的概念は、同時に、語の意味の発達の中
で進展される。」
以上のように彼は述べているが、更に、コ γセプト〈概念〉について、次の
ように続けている。
The child attaches new words to already existing concep脂.Or that 
words are invitations to concep匂. Some concepぬ developrelatively 
independently of language. Others may develop only because language 
gives the child a litle nudge. Stil others may begin cognitively in a 
relatively primitive form. But the development is greatly influenced 
by linguistic input. 
即ち、 「子供は、新しい語を、すでに存在している概念に帰属させる。即
ち、其の語は概念をつくる為に招かれるものである。或る概念は、かなり言語
から独立して発達する。他の概念は，言語が、子供に少しの合図を与える為に
のみ発達するかも知れない。尚、他の概念は、知識的に、かなり原始的形で始
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まるかも知れない。しかし、その発達は、非常に言語的投入によって影響され
る。」
以上、概念について、種々考えて来たのであるが、尚、この概念は、今後も
種々の要素を取り入れながら、発達して行くものと思われる。
次に、子供の語意取得能力について、デーノレは次のように述べているo
Words do not mean the same thing, and communication is often 
difficult. Yet the semantic abilities of young children are worthy of 
respect. By his third birthday, the average child has acquired nearly 
a thousand words. Though they do not have exactly the 組問
meanings as they do for adul匂， theyare typically used with consistent 
me出lingsthat bear systematic relations to the adult meanings. Chiト
dren somewhat older can use their semantic knowledge to f出 ingaps 
of sentences as perceived and can integrate the information in several 
sentences to go beyond the mformation given. 
即ち、 「語と云うものは、同じ事を意味するのでなく、コミュニケーショ γ
も、しばしば、難かしいものである。しかし、若い子供達の意味的能力は、尊
敬に値する。子供の三回目の誕生日迄に、平均の子供は、殆んど、 1000語を持
っている。其れ等の語は、大人の意味に対し、組織的関係を持つ矛盾の無い意
味で、典型的に用いられるoいくらか年上の子供述は、彼等の意味的知識を理
解されるように、文の空所を満たす為に用いる事が出来る。そして、いくつか
の文の中で、与えられた情報以上に、情報を統合する事が出来る。」
以上のように、語の取得能力について述べているが、次に子供が、諮を文の
段階迄発展させる順序について、デールは次のように述べている。
The a仰 tlsitionof language by children is very different. Children 
are working on the pronunciation of sounds on acquiring words，出id
on sentence construction simultaneously throughout development. 
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即ち、 「子供等による言語の取得は、非常に様々である。子供等は音の発音
や、諮を取得する事や、同時に、発展を通して、文の構造について努力してい
る。」
尚、子供の音（sound）については、次のように述べている。
Certain types of pronunciation訂eso typical of young children, for 
example，”wabbit for rabbit，”that they define ”childish”language for 
most adults. The development of the sound system of language pro-
ceeds in a regular, step-by-step fashion, which is highly systematic 
at any particular point in development. 
即ち、 「或るタイプの発音は、若い子供達については、非常に典型的であ
るo 例えば、”ラピット”に対し、”ワッピッ”のようである。そこで、人々
は、大抵の大人用語に対して、子供用語と定義する。言語の音組織の発達は、
規則的な着実な方法で進む。そして、その方式は、発達の上で、或る特別の点
では、高度に組織的である。」
以上のようにデールは述べている。
次にピータヘファープ（PeterFaやみの説を参照しながら、考えてみた
し、。
先ず、彼は、子供の言語取得方法について次のように述べている。
The notion that children learn to speak merely by imitating their 
parents, somewhat like intelligent parrots, is sheer folklore. Unlike 
parrots, children訂elinguistically creative at a very early age. They 
say al kinds of things they have never heard previously from ad叫ts.
And they often put together combinations of words which they use 
in speech situations novel to those utterances. 
即ち、 「子供達は、幾分利口なオームのように、彼等の両親を、単に真似る
t｝＼：によって、話す事を覚えると云う考えは、全く、伝説であるoオームと違っ
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て、子供達は、非常に低い年令で、言語上、創造的である。彼等は、大人か
ら、以前に聞いた事もない凡ての種類の事柄を話す。そして、彼等は、しばし
ば、其のような発話に対して珍しい発話状況の中で、彼等が用いる語を一緒に
結びつける。 J
以上のように述べて、その具体例として、 3才児の眠る前に、テープに録音
した次の語をあげている。 pig,big, sleepの三語より bigpig sleep nowの
連語をつくりあげている。
次に、語の成長の基礎的要素を構成するベビートーク〈幼児語〉について、
考えてみたいと思う。この事について、ファープは、次のように述べている。
Baby talk, rather than repre関 ntinga natural vacabulary that a 
child instinctively uses, actually is taught to children by adults, who 
after a few years, then force the children to stop using it. Baby talk 
is simply a variation of the adult language, invented by ad叫tsfor the 
sole purpose of talking to very young children. Once baby凶 kbe-
comes p担・tof the language system of speech communities it persists 
for long periods. 
即ち、 「幼児語は、子供が本能的に用いる自然のままの語いを表わすより
も、むしろ、実際には、大人達によって、子供述に教えられる。その大人達
は、二、三年後には、子供達に其の語を用いる事を無理に止めさせる。幼児語
は、非常に若い子供達に話しかける事を、唯一の目的の為に、大人達によって
発明された大人言語の単なる変形である。幼児語は一度、言論社会言語組織の
一部になると、其れは、長い期間存続する。」
以上のように述べているが、更に、彼は、幼児語を、次のように分類してい
る。
Baby talk vocabulary has been compared in six quite different Ian 
guages from around the world : two maior European languages (English 
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and Spanish) , two major languages of Asia with strong literary tra-
ditions (Arabic and M訂 athi), one language of a small nonliterate 
(8) 
community in Siberia (Gilyak），釦done language of a small nonlit-
(9) 
erate community in North America (Comanche) . 
The actual baby talk words in the six languages were, of co町・se,
different ; nevertheless, the vocabularies revealed surprising similar-
ities in linguistic characteristics. 
即ち、 「幼児言葉の議どは、世界からの六つの全く違った言語、即ち、二つ
の主要なヨーロッパ言語〈英語とスベイ γ語）、強い文字上の伝統を持つアジ
アの二つの主要な言語〈アラビア語とマラチー語〉、シベリアの小さい、文字
のない社会の一つの言語〈ギリヤック語〉、そして、北アメリカの小さい、文
字のない社会の一つの言語〈コマンチ〉等の中で比べられて来た。六つの言語
の中の、実際の幼児言葉の語は、勿論、違っているけれども、其の用語は、言
語上の特性の中で、驚くべき類似性を示している。〉
以上のように述べているが、尚、其の幼児言葉の特性として、次のように具
体的に示している。
All the baby languages simplified clusters of consonant, they re-
placed r with some other consonant (such鎚 wabbitfor rabbit) ; they 
reduplicated syllables (choo-choo, wee-wee）；如dmost of the Ian-
guages dropped unstressed syllables (as when goodbye becomes bye). 
The six languages altered words to form din由utives(such槌 the
English y in doggy. horsey，出iddolly) . 
即ち、 「凡ての幼児語は、子音の群を単純化したo 其れ等は、いくらかの他
の子音にrを代えた。〈例えば、 rabbitの rの代りに wabbitの wのよう
に。〉其れ等は音節を繰り返したo 〈シューシュ，ウィーウィー〉。そして、
言語の大部分は、ストレスのない音節をドロップした。 (Good-byeが bye
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になる時のように。〉六つの言語は、語を極少接尾語を造るように変えた。
〈例えば、 doggy,horsey，そして、 dollyの中の yのようにo〉
以上のように述べているが、では、ベビートークは、何故、世界中で、同じ
様に普及したかを、考えてみたい。先ず、ファープは次のように述べている。
Most ad叫ぬ claimedthat baby talk made it easier for children to 
learn to speak. It is indeed true that in most cases baby-talk words 
have simpler consonant arrangements and fewer vowels than adult 
language. On the other hand, some baby-talk systems, such as that 
of Arabic, employ difficult sounds which children do not ordinarily 
master until they have considerable experience in speaking the adult 
language. Despite such exceptions, folk wisdom about baby talk appar-
ently is correct ; itdoes give children practice in speaking. 
即ち、 「大部分の大人は、幼児用語は、子供達が話す事を尊ぶのを、一層、
容易にすると主張した。大抵の場合、幼児用語が、大人言語よりも簡単な子音
の配列と、少ない母音を有している事は、実際、事実である。反面、アラピア
語の組織のように、或る幼児用活組織は、子供達が大人の言語を話す事に、か
なりの経験を持つ迄、普通はマスターしない難かしい音を用いる。こうした例
外にもかかわらず、幼児用語についての人々の知識は、明らかに正しい。即
ち、幼児用語は、子供等に話す事に於ける練習へと導く。」
以上のように述べているが、更に、此の幼児用語が消えて行く迄を、次のよ
うに述べているo
Baby talk presents the child with a stock of simple utterences, and 
reduplication increases practice in their use. These utterances can 
gradually be discarded when adult words begin to be used, by which 
time they have served their purpose. 
即ち、 「幼児用語は、子供に単純な発話のストッグを提示する。そして、繰
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り返しが、其れ等の使用に於ける練習量を増す。此れ等の発話は、大人用語が
用いられ始める時に、次第に捨てられる。其の時迄、幼児用語は、其の目的に
役立っているのである。」
次に、子供の用語を成長させる基本の語は、子育であると云われている。こ
の子音について、彼は、次のように述べているo
The most common sounds in baby talk-the consonanぬ madewith 
the lips, such as p, b, and m－訂ethe first ones the child can make, 
probably because the lips are used early for nursing. The next three 
consonants a child learns are formed with the teeth and gums-t, d, 
and 仕組dthey are almost as important in the early stages of speech 
as the first three. So it is not surprising that the earliest words in-
fant speak訂ethose like papa, dada, mama, baba, and n叩 a.J 
即ち、 「幼児用語の中の最も普通の音、即ち p,b，そして m のような唇
で作られる子音等は、子供が作り得る最初の音である。何故ならば、唇は乳を
吸うのに、早くから使われるからである。子供が覚える次の三つの子音は、
t, d, nのように歯と鼠主主でつくられる。そして、それ等は、殆んど、話の
初期の段階では、最初の三つの音と、同様に重要である。そこで、幼児の話す
最も最初の語が、 パパ、ダダ、 ママ、 パパ、そして、ナナの様な語である事
は、驚くべき事ではない。」
以上のように述べているが、此等の幼児語が、単なる大人からの真似でない
として、彼は、次のように述べているo
At first children simply utter these sounds without reference to any 
particular people-and so most parents are incorrect when they believe 
the sounds refer to a recognition of father, brother, and nur槌 maid.
即ち、 「最初、子供達は、単に、何等特別の人々に関係なしに、此等の音を
つぶやく。そこで、大抵の両親が、其の音が、父や兄や、母や養母を認知する
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事に関係すると信ずる事は、正確でない。 J
以上のように彼は述べて、幼児の子音発戸に関する初期の語が、幼児が生来
的につくるものであると主張している。
次に、子供は二才頃迄に、その言語の基礎的ルールを覚えると、次のように
述べている。
At the same time that the child is acquiring grammatical rules, 
he is also learning rules for the correct use of his language in the 
various speech situations of his community. By the age of two orso. 
Children already use speech to get what they want, to talk about 
things they know will interest the listener, and to influence the social 
behavior of others. 
即ち、 「子供は、文法的ルールを覚えると同時に、彼は、又、彼の社会の種
々な会話状況に於ける彼の言語の、正確な使用に対するルールを学んで・いる。
二、三才頃迄に、子供達は、既に、彼等が欲しい物を得る為に、彼等が聞き手
を楽しませると知っている事柄について諮る為に、そして、他の人々の社会的
行動に影響を与える為に、言語を用いるのである。」彼は、言語の成長に関係
の深い幼児用語について、以上のように述べている。
言語の成長については、多くの諸説が考えられるが、本章に於ては、言語学
者等の説を参照しながら、其の一端を述べた次第です。
Notes : 
( 1 ) Mario Pei : (1901～1978）：イタリア系アメリカ人、コロ γピア大学教授比
較言語学、ロマγス語専攻。
( 2) Archibald A. Hill：アメリカ言語学者、テキサス大学教授。
( 3 ) Substitute Stimulus : 感覚器官に対し刺激の代理をするもの。
( 4) Philips. Dale ：アメりカ、シャトル、ワシγトγ大学教授。
( 5 ) M. E. Smith : 1犯6、アメリカ、アイオワ大学教授。
( 6 ) Clark. E. V ：アメリカ言語学者。
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( 7 ) Peter Farb：アメ Pカ言語学者。
( 8) Marathi ：イラγ語派に属する言語、イγド中部、西部に住むヒγズー族マヲ
ーダ人の言語。
( 9) Gilyak：旧シベリア諸言語を形成する。
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